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平成n時附師姐咽問削耽

の裏舗で掲鰻しき問答お国筆者四札、ま笠ん.側奈良市生涯学習財団聡員を募集

1"隊.1
<01次眠厳〉

9月"日凶午前9・，.-11時 i市立-，棒高等学伎で集配

武厳，行います.

(0'次院厳〉

"1干旬i第 t次試厳合梅置をnt.+こ口述鉱厳'"調的

などを行います.

1 .. ・手綱l
@刻限JUI!J(1J1 周防込用紙〉

81!1O日脚ら鵬良市生酔育財閥制限川棚餐

触 (市 役 所 陪 附E車内}叫します.，"，J)， f!iltで
輔申胡齢制村ることができます.

〈愛"同開込受付期間 場所〉

.過で剛 L直心地合 1~8 1! 1l目、"円 ( 8 JI2HI1tfll 
叩街効) 直獲得嘗して申し込む場合は8月"日 -Oft

"" ，土日嶋田駅)市役房社会胴駅午前川

~午後;.に受付"す.

問い合わ剖

鵬帥生涯刊州制酬闘相会 {柑耐

会教宵課内 .，・-4164)へ.

{盤.-，票用予定人民1
.，き・1..H人

，..賞循}

奈良市立の公民館への通勧が可能で 開制引年‘悶2

日以降耐和~年'" ，日以前i生まれた人で次のすぺ

での脅幅削恥す人.

。公民館開酬の実'"心制開会的何き

るこ E

間 後H かして公民館の酬などで専問州通.がで

きること.

(例〉歯，幾‘檀策潰，費煙雀圃司.温.鹿温薬道工要

.闘跡臥芸a俵陸 乎墾 その憎公毘2舗‘活動劃!にζtふ"，含さわし凶鴨銭
をもつでいるζと

。酎仕柚金繍敏附宵伽枇6に』関肌し霞剛見I
i咽閤酎?刊る叫皐酬門帥抽とt欄珊附4を吋E同有肘するこJ左， . 

(例)包会.育...習を修アした人 大学で社会数宵

主・と忽る単位を取悔した人位.・1則
日本間情をす1し色、で在留脅悔にSハて.・Eなどが制

回展:されでいる人など受"できな」喝合があ町宮す"わ

しれま問い合わぜてくだきい). 

認hU治品固
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奮自公民館と.酉えよ民館が

聞き...穂子で売で "っ

て退ぴ"がら修・し 陥

に掌びましょう.

とt!"'SlIZ2日帰守鱒"時キ

ッズプラザ人阪人口前悠合午

後5・HIII:-f定 ・とζろ キ

ツズプラザ人阪 閑萄テレビ敏

滋 (崎市観) ・園小

学時、中学生と傑豪州入 時 間 キヲズプラザ

入酬として人人問-1'. '1判明..II'.fWI同
時 同 時 テレ叫11..の併ではあ町，ぜ

ん.牛後2防と 4防の2蓋に分けて見守r.L 1ます ・申し

込み…往III JtJ'~ 1:1掛金貝の氏名年働{学年)

電I:tI'~} テレピ尚の見学府軍防腐をeいて 8Jlllfl 

叫で削公民館内齢制川一川 -(3-
2 D44-2669)へ.

中央公民館主催事業

国際交流ボランティア講座
これから時 間 町 ン テ ィ ア を 叫 ヨ という

人たち耽叫醐町.

..化の現状ゃ墨礎的忽情絹ぞ阪槽し忽mう すでに

胡を蜘て崎市ランティアの人たちゃ畑 人とそ

の現場¢状況や霞曙を共有し食う級会を持ち遥隻rの

.凋付lブやヒントを学ぴ..  ・

調闘…lヨ際安.コ←ヂイネーター仲川順子さんl孟か

・定員 成人的人 ・・2副制一一無特.材ft費などは自己

刷 同 し帥 聞はがきに読料開削

(ゐ"がな) 年前竜E自信号を普いて 8月同日必着?

同館(干&排./!l2H.二条町 23-4 ft26-6505) 

へ、 多L嶋合は 81115日午後2持地ら問舗で開制...

阻EE品rz-

ヒ三一マy アカデミー置大寺綬

，，，人

デジヨ'"キャッツ f圃周)(個揖車町 包 10-3(15)

晦値目 H胴コ文名 醐 則"定.

9 1l ~1. ， ~:剥 ".午薗コス
，.冊出掛

9，]0-，2，)0 4日

."酬"剥 1310I午前コス
Z民， 副.

'見『一口 . ・日

"町， '月， ，国 '"午前コス 9，Jo)-11oJO .日
皐唖~. 10Ml 

，.人
'"吉岡 ，岨

'" 午前ヨース 9耳、山抽 4日
9出".

叫 6凶は却 3・3午帽ヨ毘 .加、口. " 

耳l幻""" ‘ 
午睡ヨm ス ，.喝。句!7ro • 日

'....1'田 1...."' ". 午薗ヨース 9".JO-IBO 4日

ll-W 撞咽 "・ 午憧"-，， IH泊、11<<1 . II 

との鶴習志来年3月まで毎月聞きます
(以後の瑚.について隊随時刻周蔵します)

I!覚織がい者剛;.冒 {身依田書者手順を鱒っている人〉

闘い倉わ剖 市役所情報管滞留 ("34-4758 ' ~眠 3

4-66(4)へ@



市笹n賢官34-1111仰 亨630-8580二条大沼商丁目，.1・健康の コ ナ

保健匂シターに問問一丁目lー羽 田 ← 111 1) 

奈良.輔(ニ恥 酬ー了目1一四 ft34 1111) 
拙師帽匂ンター(桝 町519-5 ft33←" 市)

子どもの衝を守ろう
「歯つぴい教室 J

子どもの歯のニとで鍵開や閑ヲてもる

.，副'"η健闘い4・t酎 H.
惨とき咽 " 9~3~~ 皇制悔や
t厳つにつLでふれ..ゐぞぴ.み

がS婚4・6同rn'鳥画"の..，こ
どもの歯.守るため!:J・併値目t.11>. 

~，~ j曹..時圃凶Lずれも午前9・e“分

~正午 惨とこる一保健セ〆ター ・定

員 調印掴で~.t. 2.\!'.H-岬..

M 岬し帥 往復"叫 I:ft.t.
明日 { 川 内).~"R阿世
I''t".川叫"目叫明断値

酬 醐 へ.多場合l孟岨

成人歯利健康相骸

'"摩"が..に応じます むし自信.

.欄剛漏入れ.など口ゐ関する.("t/.の

ある人は.艇に紺検して〈だきも (健診

'"慌の傷合"で.ぎぜん!

-とe…81111 B;t;-'r.，昨夏午 ，

ととろ 保健4ヒシ ，- .珂.…成人

間 し帥…闘で畑 山 岨 へ .

結犠住民検~
鮪怖IJ，~~除する綱領で重点23主食にu

'"ってい重ぜん.自分の史め まf

h止のため1:"10一削げ柑.受

付まII~ . 紬僚の早期発見金め，寸使

たが5だの川悩みよる苧栂駁
(老人俣配 Z基づく慮入健康欄
・・貨に引、て悩みのある人凶荷閉 Lて

〈ど暑い. 医闘による・別相援~'.nで金

けられまず..tSlItに値"・脅迫"す.

・とき --8J!1l日刷午後 1同事、 4・e
・ところ 体凶夜開1<;;;'5"所 惨対.

a入 問凶ゐー闘で問所帥

婚適巴..、.

自の健 康 相 骸白

岡県眼将匿金.俸制で開."

・とt!--.8I1llfl岬後2崎、3同 .

とこ る一県医師会メヂ"今ルセ"~

{岡市} 惨園 川同 一閥酎晴

眠鴨医会 t・ 07~'-22-850~1

へ，，・e検"どはITってい"^

県高蹴者1..¥1..¥簡のコンクル
県鳳・特医師盆~'.~ます

・とを竪 ，月 '"ωE千~午後4・"酔
'ところー岡県館併E盤.金鍾 {二条町二丁

目} ・帽 川以上惜の値恥人

情 T'''''''欄*，.h<t (( 1: <J ili 制

-.慣の.後免者1$'<-・で畠重省ん 惨

噂レ帥 ーはがれ問日{川喝

な)司...砂金1'IIH.1'・・..いて

8月u凹まで6岡会 f町内協醐2一袋町

二了[19-2 脅 33-08611ヘ.
4を輔持品H

医療続演会 繍 震発会

山."吋の."酬が剛H.
~ 1::t!'''~J!叩 昨後 t 時一岬1時

惨とこる一日凶・{量畑町1 ・

""一..，事柄匿の島岡管行'^'よる

歳費 f・盤H・.リ今マチ4よる骨随修

復化とす耐糊μ リ刊少惜の樋上

程土さん6よる治面前『】ん&催t交もリ今
マサトから鑑】"一知ヲて"き位、リ今

刊の隅...凶一J醐金 時 醐

…儀れ ・・レ元るみ 不腎 .闘い'0
<<ー 開会の主谷さん (ft0 7・・-n
-91351-". 

な5100年会館こども人形劇場
べット信

..を居"にした療しさ凶っぱい

の人.聞で'・今回隠 友だちとの

，川c幽会し。e.闘をヨ"ロの生2・
R 品開 fふつうのくまJと

友1ごきのできた廻しさが伝わる「さ

，..いっσを.，安明ヨ俊彦jでT.

とを IOJll4日目⑤午前u時②牛後2時 ・ところ…向鎗>1，*

ル 明 人間夕刊日入嗣 1刷 (畑山1.
2雌以下は'塁側 ・入・努 811 5日午前9時から同舗で鑓売開

鮪.電略予約11811 6目から予約事別電話 国 34-0111)で

・肌 '，bト 開館(三*1!"M'1lT ft34-0100"ト ムパー

ュ，h"p;!，.....w叩剛山h

家康の-.です

111Zg協

怒鳴hT詰E



l健康のコーナー
新 生 児 妊産婦I1iIlll

経・匝 t幼. 1I')I!"t'箇ん.ぃ"包母き

ん ..・4咽歯医してみ霊ぜん".酌..

瑚いS刊で闘に閉して〈ど笹川

・.. 経幡出直後， "副の.・・

当時lJAIでの創生児 岬し帥…母

子健康珂には河川いる岨I:U'~

4島，、 '111面金 ...u ，;<~，必要事項聖書い

て，隠退するカ 竃置で.. 軍扇・・.噌温.

へ H 崎 一蜘主聞にe叫 a・し
て軒ぃ， -t. ..II "~I!-'Il" ~ I <tん

lli 親教室
崎舎ん周会押し (a~Lf <t^''''.

..・R一予定日，)'1211 1 I1の初経.“

人，.闘と Lて3園受・で!.6A).l)~ 

"令固め@倶検車.泊省の今ち夫・で受

麗で..人 ・ととろ -，1¥1.センター

.得曾....It子o・'1'..M~周具 ， 
・し込b 往復IU'!I:O;Af; 住所

氏名年0，0麟..幽.，定Eを.

いて8月刷刊問問問ヘ.

*，'.金"舗..

すくすく相鮫
子どもめ.(..>r俸の錯越で ら4っと.

hなること"あめaぜんh .(.哩相S議員
会I子守てをε慢します

山 山回目 1・，，-叫

ごみ収集中に

.圃".し込.時1';&・"す{一人掬

分担度)惨対怠…"降、..前の..

' とこる 一保健1:~' - ・・し込み
電醤で市役所値a・増遮線へ ・縄..  

. 予健康開

腕がん積~
oがんの死亡枇制酬しれ引.

娘。 -AIJ.がλ検...け 早期多量煙

し ・.に'略的gしょう

"暗.山'"・以ょの人 {隆婦IHI，(I 

...園周 "'園 惨剥盆~震彫のみ

i四円耐の健闘剛.~.'"・-合

U'I!:I:SI嗣附問問問刊し時

・以上と金i.¥t!lR 僅夜観募O!l!R.の
人 'Hn~代のみ"し込み時仁・し山岳)

・・し帥 闘で'"副までに問

所健酬開 ヘ 同 崎 帥哨.

刷機.叫恥入Uすみやか岬聞

い".銅..などで岡織の制l."-tlSさ
れた人，，<要，，~ 11ぜんまた前回台.

判人過去昨働時げた人情奮闘

山 川端哨して〈だれ、

胃 がん検 膨
蝉 E開 通闘輔です. 

.. 場.随 一ヨ，;f:J:l.Jヒめ人(経.は除 "

暗闘属一年1蘭 岨醐...31一.

""叩.叫山間間

後...足..のAU.'時'"込ー.，二

酬しぬを} ・・し込.ー電S自で8月w
at"t'I:1!f酬剛山へ .叫

…醐め師柑触吋酎人'"

.，糾.・..'重，..稽H どで陶

蜂め後..受惨されたλほ必.，句重ぜ

んまた現在治・..λ 週"手衡

を受けたλや棚曹倹査1:'-'ヲた人Il，::t 
il!1!!1槻"'てく fささも

子宮がん一次検~
量録医療槍関の追加

子育がん .v.慣自惨について すで

に・測量.姐していますが子宮がん愉.

m量緑区e健闘に賓更があ町奮す..・

時間などは脚飼い帥ぜて U.'~" .

川 町はらだ医院畑町 60 7 .. 

2~- ~8171 . 

姦しいザキットトレニンタ賓室

健合磨.検査をν，ーが開..サェ

?司ピクス翠働，.・"軍働}と 描匹

夫トルーニμグマγν.健う篇カ"ー

事故が多発しています

.返 ごみの眼鏡作..刊ご次のよう芯・8置が鎧

ζっています.寄モヨ8・"療費訂ラう作'闘の安全

制 町めと明忽湖町一

いします.

〈スプv-，局窓ど"穴を聞"て同!Io..ζ〉

へアースプLーやカート')-，ジ互交ガスポ，^の穴盛岡け

ずに「懲やせないごみJとしで悔し又 fct:Jに 『絶やせな

いごみ』の眼節目6ニ取軍司区の火災事.が健生 Lています.

これらのも削ま 穴を聞けて再生資源，.，傷)色して出

して<f!t<ぃ.

〈観測.もの隊府圃..どで包んで〉

ごみ袋のゆt竹市ゃ刃物〈カミソリ) ガラスの倒れた

射な"Hのまま入れたため作業員仲町村軸

が起こってい1:T. .れらのごみを出す鳩合は 袋から雪ぞ

きでなb ように輔聞儀会ど4包んで幽しでください.

掴怨1官直前

〈生ごみ俗よく本を切ってから〉

柑けして叫吋同劇ごみ肘'"'縛し込

柵阿って周辺刊した句通行人にル叶し ま

す.まえニ 定行中に収集車から汚..  道路上i飛び散勺で

しまいます.さらt 水分を多〈含んだごみ穫は非管l温

い又め作業員め島衡や関節炎""の原悶i会句.す.生

ごみは 十分に水分量切ってからぬして〈氾ちい.

今月0 ;0酢四 L屯みJiI5Iae 
…~~"'J 問晴間四輔. ， . g !Il叫

…るごみ，"* …箪'"'叩
制肘レ〆ダーでよく柚岡崎包しで鱒働しで〈だれ .

íj，-.境情実.ー尊梅雨 (ft 71 -30 12)~、



奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
肱
再
偉
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
限
り
お
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う-
・

3-フ
1
・

震のひと声を

との子と宅巴奄

震のひと声は

まずあいさつtJs
身近忽子どもたちに『お玄ょうj

fこんにちまJrさよう怒らJ忽ど

の声泊 ?をしましょう. 噴くなるまで遊hでいる子どもを

男制才たり 気 ζ忽る遜ぴや危険な

遜びをしてしV~S 自分σ子どもと

閉じように注怠しましょう.

『ちょっと夜涯をけと

間じ芝ら

市
立
の
学
綬
や
幼
櫨
園
保
首
品
園
パ
ン
ピ
ー

ホ
l
ム
で
俗
学
設
圏
内
へ
の
不
膏
者
侵
入
に

備
え
、
安
念
碑
僚
の
た
め
に
、
各
学
校
圃
の
興

状
に
応
じ
た
対
鱒
を
す
す
め
て
い
ま
す
・

「
地
媛
に
開
制
げ
れ
た
学
校
」
づ
く
り
に
脇
カ
を

お
願
い
し
ま
，

【
問
い
合
わ
帥
U
』
市
役
証
明
φ
年
指

場

セ

ン

タ

{
包
ニ
園

l
囚

主

主

保

自

パ

ン

ピ

l
ホ
ー
ム
に
つ
いて

は
市

i
j
iへ

i
j
i
l
-
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i
e
 

子と宅11聞けを京めIi!S
①ますおと忽が箸ち績いて

②つぎに 子どもを苔ち珊か管

③どうしたのかを聞きましょう

「伺うUし沼じさんに声を0'げられたJ
f矧坤い8じさんに後をつげられ ~j 

f・に暖曾られそうに"コたJ
「身体をさわらnたJ

⑥すぐに 置寮(110醤}や掌彼

鈎権・、保育・に連絡しましょう.

不審広行動や瑠を見かげたら

そのままにし恕いで ためらわす

醤娘(110醤)に連結しましょう.

i
l
l
i
n
i
-
-

ロ
予と肺安全酬や盟関目肌

::1f)J:.同腕咽印刷

h(jp~"'~'w州y叫-.同食しみんだよりを銅賞してい付.

画通巴差量l
lIm1~~<l同.

醐問ホームページ



三，

oヲも

私
た
ら
の

1
ら
会
叙
跡
事
食
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美

L
い
白
然
ど
星
稜
れ
た
文
化
壇
虚
に
息

1
れ
た

奈

後
世
に
伝
え
た
い
犯
在
の
率
良
を

皆
械
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

E
ど
に
退
。
給
品
に
舗

き
ど
ど
め
た
瑚
A
M
の
作
昂

「系
良
育
豪
」
を
毎
月

-
日
号
T
ロ
Raγ
順
に
』
紹
介

L
'
す
。 市

民
の

• 安積 a慣行

思銭感と自，スキのコ ン門 ス ト.耐切手の青年遣の誌と覆

った，，.舗えられた声の."太肢の脅.そして 『耐と

roJのはどよい関側M に 全体として ..とした「伝統

の時".じた.

大綱帥』里の太醐旬開，時が夏刊の，"ゃ川lの閤帥

に伝わってい<.坐の暑さも鉦れも忘れて ，.，ニしみ込んでい

く.

大柳qの太鼓踊り

大文字活り火

" 
山胞に.く大きく f大Jの文字を繍

〈遁ち 火 夏の夜.，浮かびあがる銀

子" 近年奈良めもう一つの風鞠筒と

&った.
制今闘の附I~ j， fc ~晴山町

イメ ージ，大切1:.(.，1・けた.縫って

帥抑制"'11;111::んど判記憶に

近、 大文字と対弥する奈a市衡の燈

火は倭火の憾に裳l..¥'o'"斑惜の顧しゃ
思いをζめるaに阿闘を広〈大き〈表

現するニとに&ぅf""
{・・4阪にアタ "ル鎗の処の像的商法)

介図 書冨



春日の万燈飽
杉 山 淳 子 作

朱塗句の門金〈ぐると そこは→乎の握誕の釘がゆらめく陶玄の量刑e広がっている.

火袋の酔し襖慌が 中に叫入れる"より 聞の判こ美しく浮~，{fJ;~(句 どこま

でも線いてゆ<.

Eをい蜘".帥で人々はどんな思いをこめてM れ銭けてきJむの出刊 .ふ

1:JI，..t， uの酎唱の自‘...ヲヴリと附句一本のつ噛止ま<>f~ . "fる

で遥略作その.信を1Mtt.:人の..久時..えで婦て2で来た治のようド .

:事官 ...ソ

【廿;浮津元ωみ
;ミ 守斗ち干占一一j 戸‘‘.ゴ!，ご:ご刊I | 

元興寺地蔵盆

鈴 木 寛男"

栴.守丸 、 〔、〉::jL l 

元興同 わが町・も か闘

のある守院のひとつで長〈庖艇の

償仰を得て曇た.毎年'""目、 u
J同町にわh て制金時eコれ
ているその日園宝の笹難.で"

金闘から寄せられた将官を左もす献

灯会 樹容同町廃にならぷ石仏蜘石苓

の"では灯明皿に点灯して万tfO<t陸
地滑われる.

I!I!争伊A毛ミJ ;七!宮略蚕|信" 議益保誕を終えた."を遮

.に人々の..や子どもの礼拝する

・，繍きタ閉せ，るr..盆Jの

峰子を表現してU る.



三条通り
盆図健費伸

柏市三細川附輔内との闘で

ある蘭廓衡の一角を繍等したもの.東向陶

.角蜜町備本町の集合‘点で返く じ

湖毎銀行や友灘会館が..に入旬 奈良独

自の古岨叶い ス タ イ ル の ピ ル そ

れに新遍腐が立句益ぷ袋良県下め優も阪わ

う鍵象衛である.

通行人も楓光客ゃ槍の人が入句.巴旬

・+をのある河野敏や<街灯が^'をする...

・じが面白〈 衡防省師。出入りする自.

* . .~院も一つのそチーヲである.

自宅寺
小路鍛治，

J;'!t叩・来わえない問答円蜘

たたたずまいと 白熊石の換しい石段l心

th!-tl. ~ . Y-" Iコ 出 色 格 問 ' " じめ
剛山城町が削こ帥阻をいっ

そう・請 にしている山門と石段. 聞手そ

れぞれ6周を追うて鍾也てみた.

鯵けきのなかにどう，町と構える山門

書作衡やハイカ-f..:ど慢多の人々が息を

はずまぜながら上旬下旬した"院 先l育

むまわりの樹・.竹やJ民会どが 弘の，を

とらえてやまい の で . ..



奈J1国立博物館
前川 量 牛 仰

夜A闘志憾物舗は ..公側め"

"中央に削制岬."柑

，れた仏像.古袋衡が陳列，れてい

て盲僻良時制化の'i..1:し

て人A・6ご広く知られている.

本館は片山誠緑団計のヲレJ

4トルネ妙ンス様式.重要文化財に術

定きれてbる 街"で開<0'事候の

E倉院騰は有名である.この惨な"

.史的な文化の..を未来にと 狙う

.畳，表現できたらと闘いつつ心を

るめて鐙かせてもらった .

離.悶らせヨ医

春日大社 (の島隅)

冨図書介仰

不思績な理惨をした日本彼自の完結きれ
たモニょzメント 朱色の fの.騎J
は胤りの鍬i映え ひときわ貸しく..

としている.

作闘に "f~ り その建造の作意を本.
量.による..な傷院で.みた.その水

平は大旭と天.，緑風の漆温さの録保と

して その垂直はそれに対陣Lて'0島

居同じ〈本々の茂みも後えoな重直の

.径の‘櫛成で鳥居の縛つ恨語的会縛鶴

位金強調した.

{・・.にアクリル位の具の染め嗣法Jヒス，
:-!，' ;，グ，.周}

平船旅8月'"肝細介した作品は奈良市酬玄関トルにて下包のとおり齢していH .ほ """は附}

8 J! 1日一 8月171.1r大柳生の太髭幅旬Jr大企字送り火Jr奪回の万剣E・Jr元興場組主盆J
8月ro日-.月"日 『白蓮OJr三条泊りJr・回大枚 (ーの・Jit)Jr~良間立縛物・J

柏市肺←ムページh(1rrJ/www.c;'y.nar.山町， ，軸開削しています.

l lll~'合同】軸前輔~i~.岬
電極代. ，‘1 1 1 1 
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